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[背景と目的]  
緑内障は網膜神経節細胞とその神経線維の消失により視野障害をきたす進行性の視神経疾患
である。強膜の生体力学特性は緑内障の進行に重要な役割を果たすと考えられており、眼圧
は強膜の生体力学特性に影響されている可能性がある。強膜の生体力学特性はコラーゲン線
維の微小管状構造に由来するが、コラーゲン線維は強い構造性複屈折を持つことが知られて
おり、強膜の複屈折計測することによって強膜の生体力学特性の評価が可能となる。偏光
OCT(光干渉断層計)は、従来の OCT に偏光情報を付加することで生体の複屈折を計測するこ
とができ、強膜の生体力学特性を間接的に計測することができる。今回我々は偏光 OCT を用
いて、豚眼強膜の生体力学特性と複屈折および複屈折変化量の関連性について実験的検証を
行った。 
 
[対象及び方法]  
豚眼 39 眼を用いて偏光 OCT による豚眼 39 眼の強膜の複屈折計測を行った。視神経乳頭より
耳側 5mm の位置の強膜を 4mm 幅の短冊状に切り出して強膜切片を作成し、電動牽引装置と
偏光 OCT を用いて複屈折を計測した。強膜に対し一方向に牽引し機械的負荷を加えた後で組
織に生じる複屈折の変化について調べるため、1.8mm/min の条件で 6.5%まで伸展させ、偏光
OCT を用いて伸展前（＝組織固有複屈折）および伸展後の複屈折計測を行い、これらの値を
もとに複屈折変化量、接線弾性係数および構造強度を求めた。20 眼を赤道部と垂直方向に、
19 眼を平行方向に伸展させ解析した。 
 
[結果]  
強膜の組織固有複屈折は垂直・水平方向に対する接線弾性係数および構造強度と中程度の正
の相関があった。複屈折変化量は垂直・水平方向のいずれも有意に増加し、とくに垂直方向
の増加量が大きい傾向がみられた。複屈折変化量は組織固有複屈折と負の相関があり、両方
向とも伸展前の複屈折が大きいほど変化量は小さかった。 
 
[結論] 
コラーゲン線維が密で、かつ方向性が揃っている組織ほど伸展による複屈折の変化量が緩や
かで、コラーゲン線維が緻密であるほど高い弾性と複屈折を有する可能性があり、また強膜
の複屈折は伸展方向によって異なることが推測された。強膜の複屈折は生体力学特性に影響
を与えていると考えられることから、偏光 OCT により強膜の複屈折を計測、解析することは、
緑内障の発症や進行にかかわる基礎的な検討につながる可能性がある。 
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